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八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

井

手

出
叩，R1

・E

雄

は

じ

め

に

一
八
四
八
年
の
二
月
革
命
直
後
成
立
し
た
り
ュ
グ
サ
シ
プ

l
ル
委
員
会
（
正
式
に
は
『
労
働
者
対
策
政
府
委
員
会
』
）
の
選
出
母
体
と
し
て
の

g召
O
B
Z
O
H
M

・
8
G印

仏

巾

E
m
z
z
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
パ
リ
労
働
者
階
級
の
構
成
と
い
う
視
点
か
ら
喜
安
朗
氏
の
す
ぐ
れ
た
釘
析
が
あ

る
が
、
本
稿
で
は
こ
の

no召
o
E己
O
ロ
が
当
時
何
を
意
味
し
て
い
た
か
を
再
検
討
す
る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、

こ
の
こ
と
ば
の
一
八

四
八
年
を
中
心
と
す
る
使
用
例
、
と
く
に
労
働
者
側
の
用
例
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

注
（

1
）
 

仙
川
安
朗
「
二
月
革
命
に
お
け
る
パ
リ
労
働
者
階
級
の
構
成
に
つ
い
て
」
（
史
学
雑
誌
、
六
六
の
十
二
、
昭
和
三
十
二
年
）

ま
ず
最
初
に
、
リ
ュ
グ
サ
シ
プ

l
ル
委
員
会
の
選
出
母
体
と
し
て
の
の
O
G
o
g
t
oロ
に
つ
い
て
、

喜
安
氏
の
見
解
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
「
社
会
主
義
者
」
ル
イ
・
プ
ラ
シ
を
議
長
と
し
、
労
働
者
ア
ル
ベ

l
ル
を
副
議
長
と
す
る
リ
ュ
グ
サ
シ
プ

l
ル

委
員
会
は
、
二
月
革
命
直
後
の
二
月
廿
八
日
に
行
わ
れ
た
、
「
労
働
省
」
又
は
「
進
歩
省
」
設
置
を
要
求
す
る
労
働
者
の
市
役
所
前
示
威
運
動

の
圧
力
を
背
景
に
、
そ
れ
を
支
持
す
る
ル
イ
・
プ
ラ
シ
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
他
の
閣
僚
と
の
妥
協
の
結
果
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

一O七



一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

一O
八

翌
々
日
の
三
月
一
日
、
委
員
会
最
初
の
集
会
が
行
わ
れ
、
約
二
百
名
の
労
働
者
代
表
が
り
ュ
グ
サ
シ
プ

l
ル
宮
殿
に
集
っ
た
。

主
と
し
て
の
・

の
mFOHM
の
論
文
に
依
拠
し
た
喜
安
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、

！
ル
」
の
表
現
）
で
あ
っ
た
。

2
4
0
E
Z
S
と
tま

か
れ
ら
は
「
パ
リ
の
種
々
の

g
G
0
5
2
0
5
の
代
表
者
」
（
官
報
「
モ
＝
ト
ゥ

「
絶
対
王
制
下
に
お
い
て
絶
対
王
制
の
産
業
規
制
の
基
軸
と
な
る
手
工
業
者
の
同
業
組

合
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
そ
れ
が
手
工
業
者
と
の
関
連
性
を
無
視
し
え
な
い
と
し
て
も
、

そ
の
よ
う
な
歴
史
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
か

っ
た
」
o

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
の
O
円
切

o
z
z
oロ
が
当
時
「
パ
リ
の
全
産
業
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

ω三
月
一
日
に
集
っ
た
労
働
者
代
表
を
ル
イ
・
プ
ラ
シ
が
正
式
に
任
命
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
労
働
者
た
ち
が
ま
だ

全
産
業
の
も
の
が
代
表
を
送
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
反
対
し
た
こ
と
、
伸
一
労
働
者
が
ル
イ
・
プ
ラ
シ
に
あ
て
た
手
紙
の
中
で
、
社
会

改
革
の
提
案
と
し
て
人
民
の
全
活
動
分
野
を
各
々
の
の
O可℃
O
E三
Oロ
に
組
織
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
こ
と
、
問
更
に
こ
の
時
期
に
は
組
織

化
さ
れ
た
わ
O召。
E
t
oロ
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
は
確
実
で
あ
る
、
と
す
る
の
m
F
g
の
指
摘
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
三
月
十
七
日

に
雇
主
の
正
式
代
表
を
送
っ
た
七
七
の

g吋
℃
白
色
巾
百
合
同

R
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
大
部
分
は
商
業
、

小
産
業
、
あ
る
い
は
建
築
や
交
通
事

業
に
属
す
る
。
単
に
い
く
つ
か
の
も
の
｜
｜
精
糖
業
、
紡
績
業
の
如
き
！
ー
が
大
産
業
に
属
す
る
だ
け
で
あ
る
」
と
い
う
の
各
自
の
記
述
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
項
の
結
論
と
し
て
、

g
G
o
g
t
o
p
n
O吋
℃
白
骨
包
含
H巾
吋
は
「
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
手
工
業
者
を
中
心

と
し
た
組
織
体
で
あ
る
点
に
は
変
り
な
く
、
パ
リ
の
産
業
の
手
工
業
的
側
面
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
そ
れ
は
か
な
り
の
崩

壊
過
程
を
た
ど
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
手
工
業
部
門
に
全
般
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
、

と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
手
工
業
自
体
の
崩
壊
過

程
が
こ
れ
ら
の
組
織
の
崩
壊
と
し
て
現
象
し
て
い
る
と
み
な
し
う
る
。
」

以
上
の
よ
う
に
喜
安
論
文
に
お
い
て
は
、
当
時
の
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
は
「
手
工
業
者
を
中
心
と
し
た
組
織
体
」
と
規
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
崩

壊
過
程
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
更
に
は
手
工
業
自
体
の
変
質
・
崩
壊
と
の
関
連
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

を
手
工
業
者
の
組
織
体
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
お
不
明
確
な
点

と
こ
ろ
で
、
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」

が
の
こ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。



パ
り
の
mHHg
は
「
当
時
組
織
さ
れ
た
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン

と
述
べ
て
い
る
箇
所
で
、
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
組
織
化
を
主
張
す
る
一
労
働
者

作
詩
者
と
し
て
知
ら
れ
れ
）
の
手
紙
を
紹
介
し
た
の
ち
、
更
に
つ
づ
け
て
「
し
か
し
、
同
一
職
業
に
属
す
る
労
働
者
と
雇
主
が
、
し
ば
し
ば
共

通
の
利
害
を
検
討
す
る
た
め
に
集
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、
一
二
月
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
集
会
を
当
時
の
新
聞

に
よ
り
あ
げ
て
い
る
。

（
。
。
召

O
B己
oロ
。
吋

m
m
E白
mm）
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
」

（〈

5
2己
ω
E
m
－
－
ー
サ
ン
・
シ
モ
シ
主
義
者
で
シ
ャ
シ
ツ
シ

つ
ま
り
彼
は
、
同
一
職
業
の
労
資
双
方
の
集
会
か
ら
代
表
選
出
が
行
わ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
示
唆
を
与
え
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、

ω同
一
職
業
の
結
集
で
あ
る
こ
と
、

ω労
資
双
方
の
結
集
で
あ
る
こ
と
の
こ
点
で
あ
る

3ω
の
点
は
、

か
つ
て
の
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
が
も
っ
て
い
た
産
業
規
制
と
し
て
の
ギ
ル
ド
的
性
格
を
喪
失
し
、
い
わ
ば
形
骸
と
し
て
残
っ
て
い
る
当
時
の

「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
が
維
持
し
て
い
る
性
格
で
あ
り
、

ωに
つ
い
て
い
え
ば
、
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」

一
雇
一
主
と
労
働
者
を
と
も
に
含
め
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

を
手
工
業
者
の
組
織
と
す
る
場
合
、

一
八
四
八
年
当
時
果
し
て
そ
う
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
雇
主
、
労
働
者
双
方
の
代
表
者
選
出
母
体
が
同
一
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
注
意
さ
れ

る
の
が
、

nmwyg
の
論
文
中
に
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
「
労
働
者
の
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
（

2
4
0「
E
Eロ
O
C
〈
ユ
宵

p
g召
R
E
E
D
仏

2

。
ロ
〈
江
角
的
）
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
表
現
は
著
者
自
身
の
用
語
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
一
八
四
八
年
当
時
使
用
さ
れ
た
表
現
を
著

者
が
借
り
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
労
働
者
だ
け
の
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
太
シ
」
が
現
実
に
あ
り
え
た
と
す
れ
ば
、
前
述
の
一
労
働
者
に

よ
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ

γ
」
組
織
化
の
要
請
の
意
味
も
、
お
の
ず
か
ら
異
っ
た
も
の
に
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
こ
の
場
合
は
、
パ

p
の
労

働
者
を
同
一
職
業
毎
に
組
織
す
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
職
業
別
組
合
（
ク
ラ
フ
ト
・
ユ
ニ
オ
シ
）
組
織
化
の
要
請
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
。

労
働
者
代
表
選
出
母
体
と
し
て
の
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
委
員
会
の
設
置
決
定
（
二
月
廿
八
日
）
か
ら
代
表
選

出
（
三
月
一
日
）
ま
で
の
準
備
期
聞
が
全
く
な
か
っ
た
こ
と
｜
｜
廿
九
日
の
一
日
だ
け
ー
ー
ー
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ

と
か
ら
、
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
が
代
表
選
出
に
あ
た
っ
て
の
応
急
処
置
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
印
象
を
否
定
で
き
な
い
し
、
何
よ

件）

一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
弁
子
）

一O
九



一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

二
O

り
も
労
働
者
代
表
の
正
式
任
命
の
経
過
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
前
に
み
た
よ
う
に
、
三
月
一
日
に
集
っ
た
労
働
者
代
表
は
労
働
者
自

身
の
反
対
に
よ
っ
て
正
式
任
命
に
至
ら
ず
、
そ
の
た
め
議
長
の
ル
イ
・
プ
ラ
シ
は
三
月
六
日
「
各
職
業
毎
に
」
三
名
の
代
表
を
直
ち
に
選
出
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
選
出
さ
れ
た
二
四
二
名
の
代
表
が
正
式
に
任
命
さ
れ
、
三
月
十
日
そ
の
リ
ス
ト
が
「
モ
－
一
ト
ゥ

1
ル」

紙
上
に
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
最
終
決
定
に
は
至
ら
ず
、
更
に
三
月
廿
三
日
に
は
前
回
の
代
表
を
含
む
四
五
四
名
の
り
ス
ト
が
公
表
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
者
代
表
選
出
は
一
挙
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
選
出
方
法
が
最
初

の
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
か
ら
職
業
別
に
変
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
変
更
は
、
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
が
パ
り
全
産
業
に
わ
た
っ
て
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
基
ず
く
変
更
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ジ
」
が
元
来
職
業
別
の
組
織
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
選

出
方
法
に
基
本
的
な
変
化
は
な
か
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
時
労
働
者
の
公
的
代
表
を
選
出
す
る
場
合
、
職
業
毎
に
選
出
す
る
方
法
が
と
ら

れ
た
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
一
八
六
二
年
の
ロ
シ
ド
シ
万
国
博
覧
会
に
対
す
る
派
遣
代
表
者
選
出
の
場
合
も
職
業
単
位
に
行
わ
れ
て
い
れ
。
こ

の
よ
う
な
職
業
別
の
代
表
者
選
出
の
方
法
は
、
個
々
の
仕
事
場
或
い
は
企
業
を
こ
え
た
、
同
一
職
業
聞
の
組
織
の
存
在
な
い
し
結
集
の
可
能
性

を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
が
最
初
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

年
当
時
の
パ
り
に
存
在
し
た
と
息
わ
れ
る
何
ら
か
の
労
働
者
組
織
、
と
く
に
同
一
職
業
の
労
働
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
共
済
組
合
、
或
い
は

抵
抗
組
合
等
の
職
業
別
組
合
が
、
こ
の
代
表
者
選
出
に
関
係
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

伺
雇
主
代
表
を
送
っ
た
の

2
3門

H
m
g
m
片
山
町
円
の
中
に
、
手
工
業
で
は
な
い
大
産
業
の
部
門
に
属
す
る
も
の
が
、
少
数
で
は
あ
る
が
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
当
時
の

g
G白
骨
自
岳
山
市
円
（

g
G
R
R古
ロ
と
同
意
義
）
と
い
う
こ
と
ば
が
、
本
来
の
意

こ
こ
で
、

一
八
四
八

昧
を
拡
大
し
た
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
手
工
業
者
の
同
業
組
織
と
い
う
意
味
か
ら
、
単
な
る
開
業
組

織
と
い
う
意
味
に
変
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、

一
八
四
八
年
に
お
ゆ
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
又
は
「
コ
ー
ル
・
ド
・
メ
テ
ィ
エ
」
が
何
を
意
味
す
る
か
を
考
え
る
場
合
、

本
来
の
意
味
内
容
か
ら
多
少
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
節
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
を
考
躍
に
入
れ
な
が
ら
、
角
度



を
か
え
て
そ
の
意
味
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

注

ハ
1
）
前
掲
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文
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二

t七
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頁
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（2
）

F
曲
目
印
岡
田
ロ
帥
ロ
ロ
同
E
ロ
包
即
日
冊
目
】
申
切
回
S
M
M
E
E
円同居唱曲ロ
4同
p
ι

＝g
n
u－z
g由
民
g
z
e
H佃
砂
】
白
河
A
Z
o－E
F
O口
弘
司
同
白
血
∞
・

金
一
ロ
白
骨
曲
師
匂
由
同
市
山
叩
同
同
四
回
HonFOロ－

HUqFHMMYNωlM印・

（
3
）
の
・
の
曲
何
回
申
P
F
O回
目
帥
回
目
白
ロ
白

s
z
o
o
s
s
z明日
0ロ
品
ロ
ド
ロ
凶
四
百
σ
o
E同同一（
H∞
お
）
（
KFロ
ロ
巴
曲
目
色
冊
目
d
n
o
z
z
F円
叩
島
市
w曲
目
ロ
即
四
回
目
白
血
ヨ
γ

z
t
e
H叩
mrkpロ
P
H
N・
同
白
白
斗
〉
切
匂
－
H由
H・
ロ
o
g
H・

（
4
）

H玄
p
・
2
y
N
H
N－
NH由
、
∞
∞
∞
・
∞
斗
巴
－

Ago－

ハ
5
）
一
八
四
八
年
が
う
る
う
年
で
あ
っ
た
乙
と
は
、
二
月
二
十
九
日
の
「
モ
ニ
ト
ゥ

l
ル
」
の
存
在
か
ら
わ
か
る
o
H
E
P－
ヲ
忌
0
・

（
6
）
労
働
者
代
表
選
出
の
仕
方
は
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
ず
、
ま
た
各
職
業
三
名
と
い
う
原
則
も
守
ら
れ
て
い
な
い
が
、
と
く
に
興
味
深
い
の
は
、
同
一
職

業
的
結
集
か
ら
の
代
表
に
ま
じ
っ
て
職
場
又
は
企
業
単
位
で
代
表
を
選
出
し
て
い
る
例
の
存
在
で
あ
る
。
（
紡
績
工
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
製
紙
工
場
等
）

＝q
山内同
．．
 

同MMM・H也
M1H∞∞．

（
7
）
回
－

F
叩
4曲
師
曲
四
回
♂
出
即
日
岬
口
町
四
品
。
m
n－白
mwMXwmoロ
4
a骨
円
四
国
忠
て
目
白
血
口
忠
岡
山
市
帽
ロ
匂
円
曲
ロ
n
p
N・
骨
色
”
吋
－
M－
H由
OAF・
HY白
NAFU
阿－

u
a芯
白
ロ
P

国山田

S
可
申
晶
ロ
自
由
回
4
0自由ロ仲

O
Z
4同日
o
p
吋－
r

H
回目印・同
M・8
叶
目
別
・
。
o
z
b白ロ凹

2

0
・
U
曲目
5

2・
出
向
田
吉
山
円
。

P
H
2曲a

唱
曲
己
叩
ロ
司
円
曲
ロ
ロ
冊
目

g
o
E
S
g
g件
。
ロ
4己
負
忠
志
向
山
回
目
白
神
山
Oロ
由
o
n
z
F
J門－
r
s
g－
E
Y
ω
C
H
1
8
N・
乙
の
場
合
は
パ
リ
の
共
済
組
合
が
選
挙
事
務
所
を
組
織
し
、
半

年
近
く
か
か
っ
て
五

O
の
職
業
か
ら
二

O
O名
の
代
表
を
選
出
し
て
い
る
。

（
8
）
例
え
ば
一
八
四

O
年
の
パ
リ
に
二

O
以
上
の
共
済
組
合
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
般
に
十
九
世
紀
前
半
期
の
労
働
者
組
織
化
に
お
い
て
は
、
職
業

別
の
傾
向
が
つ
よ
く
、
乙
の
点
か
ら
と
く
に
進
ん
で
い
た
の
は
印
刷
工
、
大
工
、
左
官
、
石
工
、
仕
立
工
、
帽
子
工
等
の
手
工
業
部
門
の
労
働
者
で
あ

っ
た
。
出
・

ω
合
♂
回
日
目
骨
三
円
骨
骨
白
Oロ
o
g
E
E四
品
曲
目
白
司
同
面
白
n
p
吋－

N－
H由
印
ゲ
－
u
・一戸田∞

U
開
・
巴
o
z
b田
口
師
免
の
－

u
o
F
0
4
p
o
H
V・
白
山
了
間
u
－Mω
白
u

－M－

F
Oロ
Z
・回目前件。山
H
o
e
－s
o
Z
2
5叩ロ件

3
3回
会
ロ
丘
四
ロ
同
同
国
ロ
口
P

叶－
Y

口四回白℃

HHHU
開
・
伊
国
F
E
E個師
P

F
冊
目
O
E
4叩自由ロ丹

O
E
4同日
2

2
－o回

目島
bAwm刷

mO口
問
国
】
冊
目
冊
目
同
町
同
曲
ロ
ロ
タ

a
o
H∞
H印
bHmwAF∞・ハ
F
冊目

noロ
円
凹
品
四

ω
0同一
σoロロ帽
y
同由叩－
P

司匂・
J『也
l∞
N・

同ロ時同
O
品ロ
n
a
oロ

一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）



一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

〈
井
手
）

ま
ず
、

p
ュ
グ
サ
シ
プ

l
ル
委
員
会
に
対
す
る
労
働
者
代
表
選
出
と
、
当
時
存
在
し
て
い
た
労
働
者
組
織
と
の
関
係
か
ら
検
討
し
た
い
。
そ

の
一
例
と
し
て
、
当
時
の
パ
リ
で
最
も
組
織
化
の
進
ん
で
い
た
印
制
工
を
と
り
あ
げ
る
。
パ
り
印
刷
工
は
早
く
か
ら
団
結
禁
止
法
に
ふ
れ
な
い

共
済
組
合
等
を
職
業
別
に
組
織
し
て
い
る
問
、
一
八
三
九
年
に
成
立
し
た
『
印
刷
業
親
方
組
合
委
員
会
』
（
の

Z
g官
。
印
可
ロ

EgHO
仏

g

冨
色
胃

g
H
S
U円四日
2
2）
に
対
抗
し
て
、
非
合
法
組
織
と
し
て
『
印
刷
工
組
合
』
（

ωon広
広
斗

3
0
m
g
z
z
z
o）

一
八
四

二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
労
資
混
合
委
員
会
を
成
立
せ
し
め
、
賃
金
表
を
決
定
し
て
、
当
時
と
し
て
は
珍
ら
し
い
団
体
交
渉
に
成
功
し
て
い
る
。

句
”
己
の
『
釦
ロ
〈
忠
の
研
究
に
よ
る
と
、
一
八
四
八
年
の
り
ご
グ
サ
シ
プ
l
ル
委
員
会
に
印
制
部
門
の
労
働
者
代
表
の
氏
名
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
経
歴
を
職
業
別
に
み
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
印
刷
・
出
版
労
働
者
の
代
表
廿
三
名
中
、
職
業
別
組
織
か
ら
の
選
出
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
銅
版
印
刷
工
の
三
名
と
製
本
工

を
つ
く
り
、

の
四
名
の
場
合
の
み
で
あ
る
が
、
印
刷
工
の
二
名
（
の

R内

F
冨
g
gロ
）
、
機
械
監
督
〈

R
D
5ロ
ロ
、
及
び
植
字
工
の
三
名
は
、

の
職
業
別
組
合
の
運
動
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果
し
た
人
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
大
き

い
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
仮
と
じ
製
本
工
の
三
名
の
場
合
は
そ
の
組
織
そ
の
も
の
の
存
在
が
明
確
で
な
い
が
、

H
y
n
E・
E・
2
は
か
れ
ら
を

選
出
し
た
組
織
の
存
在
を
推
定
し
て
い
お
。
活
字
鋳
造
工
と
石
版
印
刷
工
の
計
六
名
の
場
合
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
一
八
四
二

年
に
お
け
る
組
織
活
動
が
労
働
者
新
聞
「
ラ
ト
リ
エ
」
の
記
事
に
よ
り
知
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
一
八
四
八
年
当
時
の
組
織
の
存
在
が
確
認
さ
れ

て
い
な
ほ
。
ま
た
後
者
も
七
月
王
政
期
に
存
在
し
て
い
た
職
業
別
組
織
と
の
関
連
が
明
確
で
は
な
円
。

そ
れ
ぞ
れ

以
上
の
検
討
か
ら
、
印
刷
・
出
版
業
に
お
け
る
リ
ュ
グ
ザ
シ
プ
ー
ル
委
員
会
労
働
者
代
表
廿
三
名
中
十
七
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
別
組
合

に
少
く
と
も
な
ん
ら
か
の
関
係
を
も
っ
人
々
で
あ
り
、
そ
の
選
出
は
職
業
別
組
合
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
い
え
よ

う
。
し
た
が
っ
て
印
制
部
門
に
関
す
る
限
り
で
は
、
代
表
選
出
母
体
と
し
て
の
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
が
、
実
は
労
働
者
の
職
業
別
組
合
を
意



職 種｜労働者代表名 ｜ 経歴又は組織との関連事項

① Dubois 明

本 印印lIT刷刷lp機工ri訂械~工又u?は ② F. Garde ｜｜第長一帝な政WJに Societe des Imprimeursの組合
と っている

③ L Masson I附年当時 Soci倒的 Imp山 eursの組合長

場制1日u艦ucte笥u ｜｜命甲 Vacquelin I 1843～l~；t年en間b conducteursの共済組織 Soci-
r ete de ergの組合長

［⑤ Gir 明
仮bとroじch製eu本r工⑤ Guenard

｜ リユルブザ県労員り会働労者働中者央委代表員たちの時間事で結務⑦ Paillad 成局された「セーヌ 会」臨
のメンバーのひと

⑤ V. Dumont I 「セーヌ県労り働者中央委員会」臨時事務局のメン

活fo字nd鋳eu造工 パーのひと
r en ⑤ Feron ｜不明

caracteres 

⑬ La ville I不明

⑪ G. Duchene 

植字ゴ：
armen er 

ている

l⑬ Viez ｜…mの18団5交0)1乙のT出常Y席…任，編ま集た者山労の働ひ者と新のり聞リチで 1叫 40 L’Atelier (18 

銅u::t版ifl~m印＿：：刷ic 工｜｜｜⑬⑬⑬ Fanner 
lリ） 乙の職鵬鵬釦即種酢即むに附叩は出1向命直後ら別 織

en Bourdeau いるが 184し8年て草リ の組が結成され，

e Girot その代表と ュクサンブールl乙送られてい
る

石版印刷工13Dela 
ouvrier Bertrand 明

lithographe Morier 

1の84名8年で招革集命後れ製本工組合がつ集くられ， その組織製 工 Sapet
rel本ieur I Leclerc さ た3月18日の会で選出されて

Brullmann 
し、る

一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

一一
一

〔表の注〕＊印刷業においては1830～48年間にケーニッヒ型印刷機の導入がすすみ，手仕

事にとってかわりつつあった。 1848年のパリに 120台使用されたといわれる。 impri-

meursはこの新しい印刷機の操作係を中心とするものであり， また conductersはそ

の機械の監’即乙当る新しい職種で，元 imprimeursであったものが多L、。なお職場長

(protes）とは別館！のものである（Cf. Histoire generale du travail, T.3, par C. 

Fohlen et Franc;ois Bedarida, Nouvelle Librairie de France, 1964, pp.71-78) 



一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

－
一
四

味
し
て
い
た
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
そ
れ
ら
の
職
業
別
組
合
は
当
時
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
の
ひ
と
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
が

で
き
る
で
為
ろ
う
。
他
の
職
業
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
か

E
う
か
は
、
こ
こ
で
は
確
認
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
ま
た
雇
主
の
場
告
も

同
様
に
検
討
の
必
要
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
何
ら
か
の
職
業
別
組
織
（
開
業
組
織
）
が
存
在
す
る
場
合
は
、
そ
の
組
織
が
選
出
母
体

と
な
り
え
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
強
い
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

注

ハ1
）
一
八
三

O
年
に
三
九
の
共
済
組
合
が
確
認
さ
れ
て
い
る
O
H
M
S－。
z
s
o
p
－－
2
2
2
g
z
E
Z
4
S
S
M－2
5
0・
含
弓
包
仙
F
E
n
s－

田伸一
FSH－町山口出血冊目白

M4b品
骨
円
白
骨
山
口
ロ
島
ロ
ド
日
42YHM白同一
z
－
H由印白・同
M・白鳥
AH・

（
2
）
同
区
内
F・

s－HN∞
2
2
2・
一
八
四
三
年
賃
金
表
が
同
豆
島
・
・

3
・2
∞’
g
N・
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
労
資
混
合
委
員
会
の
労
働
者
代
表
を
み
る

と
す
べ
て
植
字
工
で
あ
り
、
植
字
工
中
心
の
組
合
と
い
う
乙
と
が
で
き
る
。
組
合
長
は
労
働
者
円
K
F
S
Z
R
の
発
行
責
任
者
と
な
っ
た

F
2
2
2
H

で
あ
っ
た
。
組
合
員
数
に
つ
い
て
は
、
結
成
当
時
百
五
十
名
位
に
す
ぎ
な
が
っ
た
が
、
賃
金
表
決
定
後
急
増
し
一
八
四
五
年
に
千
二
百
人
、
一
八
四
八

年
に
は
千
五
百
人
に
達
し
て
い
る
。
（
Q
・
MM白色一
Z
E
E－
呂
田
件
。
可
申

E
g
o
E
4
0自
由
三
喜
ロ
品
目
白
血
－

g
司同
g
n
0・吋－
F
H白色・

MM・4
由）

（3
）
の
同
岡
田
HH42・
OHM－
a
H・・
MM－Hm山田・

（
4
）
の
E
E
4
m
F
3・
白
山
了
＠
・

3
・H叶
白
・
町
四
回
目
＠
I
＠－

E
・∞苫
lω
叫

HU
＠
l
＠－

HM－H∞
三
⑨
｜
③
－

MM－S
N
h
＠・

3
・8
∞
lH斗
0・
H寸臼－

H寸印・

s
f
＠・

MMMYH∞
r
s寸・
H
g－
g
N
U
③・

E
y
g
H・
四
回
目
＠
l
＠－

EM・8
f
③
｜
⑧
・
℃
・
注
目

U⑧
｜
⑧
・
匂
・
8
H・
＠
｜
⑧
日
目
白
件
目
。
ロ
ロ
曲
目
円
。

玄
O闘
E
U
E
G
E
E
S
2
4申
g
g
H
O匡
4丘
四
円
四
同
曲
目
明
白

F
同V

ロ－
M－
g
g
E
品
目
同
叩
白
神
白
ロ
品
。
同
g
ロ
忌
曲
目
R
o
p
宮－
H
H
H叶包
i
S
2・同
M
g
伺－

U
ロ
r
a
g
o－の－

U
E
4
2
p
m－の
o
m
z
p
h
冨曲目
R
o
p
－
－
〈
広
巳
自
白
骨
骨
』
叩
曲
目
ロ
E
H
4・吋－
H1ω
・
F
g
阿品目昨日
0
5
0回
三
芯

g
p
H
u
g－

g
・
⑧
日
〉
・
の
ロ
4山口問。♂
C
ロ〕
S
H
E－
qoE4H問。円曲目

F・kvgzoH
ハ
お
き
lH白日
3
・何色・

ozJ『同協同四
P
H
U
E－同
MMM・ωH・

s・同∞
F
N
C
H・

ハ5
）
の
HH白ロ
40H・
0匂・目立
3

匂－
ASH－担。
Z
H・

（6
）
同
広
島
・
・

MMMY∞
U01gN・
「
ラ
ト
リ
ヱ
」
の
記
事
に
つ
い
て
は
〉
・
の
ロ
丘
E
叩
p
o
p
nロ
4
2
y
H
H∞－

HM白・

（7
）
の
『
同
居
司
申
FOHM－
nロ
・
旬
沼
Y丘一酔－
ZAFHa・

ハ
8
）
一
麗
一
主
（
業
者
）
の
組
織
は
七
月
王
政
期
に
お
い
て
手
工
業
部
門
・
建
築
部
門
で
み
ら
れ
る
が
、
ま
だ
一
般
化
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
例
え
ば
大

工
、
左
官
業
で
は
は
じ
め
一
八
O
八

t
一八
O
九
年
に
組
織
さ
れ
、
七
月
王
政
期
に
再
組
織
、
「
パ
リ
及
び
セ
l
ヌ
県
木
組
業
者
組
合
委
員
会
」
ハ
一
八

四
一
〉
、
「
パ
リ
及
び
セ
l
ヌ
県
左
官
業
者
組
合
委
員
会
」
（
一
八
三
九
）
が
あ
る
。
ハ
河
・
同
O
E
P
H－－
O同開白ロ印刷田氏。ロヨロ品目白血－
O
R
E
g
－－宮島
g

E帽



P
H
V
b
丘

5
8
7
M
M
R
F
昌
広
・

H
V同

y
B
I
S
－81ω
∞）ロ－
H
l司・

K
戸
間
口

2
・
。
。
ロ

2
5
E
Zロ
回

b

－u
含

ロ

品

。

吉

田

C
E
2
2
2件
。

Z
J『
同
時
叩
門

間
同
白
ロ
明
白
仲
間
刷
日
目
叩
師
同
門
b
J『
冊
目
帥
O
E日
目
白

V
向
。
ロ
回
同

nvrw
品
叩
ム
『
ロ
即
日
－
巾
♂
の
四
回
ゆ
〈
0
・
H
白
山
A
H
W

℃・

ω
∞0
・

こ
の
節
で
は
一
八
四
八
年
当
時
の
文
書
（
街
頭
ピ
ラ
や
新
聞
）
を
中
心
に
、

n
o
召
0
2片

山

O
ロ
或
い
は
類
似
の
こ
と
ば
の
用
例
を
検
討
す
る
。

凶
二
月
革
命
当
初
、
七
月
壬
政
期
に
印
刷
業
界
に
普
及
し
た
ケ

l
ニ
ッ
ヒ
型
印
刷
機
に
対
す
る
機
械
破
壊
運
動
（
い
わ
ゆ
る
一
フ
ッ
グ
イ
ト
運

動
）
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
一
八
三

O
年
の
七
月
革
命
直
後
の
そ
れ
を
経
験
し
て
い
る
印
刷
工
の
指
導
者
た
ち
は
、

ご
の
種
の
運
動
の

無
意
味
な
こ
と
を
力
説
し
て
中
止
を
訴
え
る
ピ
ラ
を
掲
示
し
た
ο

そ
れ
は
「
す
べ
て
の
わ

O
G臼

q
Z
E
に
訴
え
る
」
と
い
う
語
句
で
始
ま
っ

て
い
る
。

岡
国
会
議
員
選
挙
日
（
四
月
廿
三
日
）
の
前
日
に
出
さ
れ
た
印
刷
工
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
は
、
選
挙
当
日
に
予
定
さ
れ
る
シ
ャ
ン
・
ド
・
マ
ル
ス

で
の
全
労
働
者
の
集
会
に
対
す
る
参
加
を
呼
び
か
け
、
次
の
よ
う
な
行
動
プ
ラ
ン
を
説
明
し
て
い
る
。

「
代
表
者
た
ち

〔
リ
ュ
グ
サ
シ
プ

i
ル
委
員
会
労
働
者
代
表
た
ち
の
こ
と
｜
｜
引
用
者
注
〕
に
よ
っ
て
討
議
さ
れ
作
成
さ
れ
た
国
会
議
員
立
候

補
者
リ
ス
ト
が
配
布
さ
れ
る
。
次
に
各

g
J
2
R
5ロ
は
旗
を
先
頭
に
秩
序
正
し
く
行
進
し
、
そ
の
後
直
ち
に
各
自
区
役
所
に
赴
き
投
票
を

行
う
。
」

阿
保
守
派
の
勝
利
に
終
っ
た
国
会
選
挙
後
成
立
し
た
政
府
は
、
次
第
に
反
動
的
反
労
働
者
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
が
、
五
月
十
五
日

の
国
会
乱
入
事
件
の
の
ち
、
地
方
の
軍
隊
を
パ
リ
に
集
結
せ
し
め
る
口
実
と
し
て
『
調
和
・
平
和
・
労
働
の
祭
典
』
（
明
。

Z
号

z
n
oロ
g
E
0・

品
。

z
p
w
U門
巳
門
E
↓
E〈

M

江
戸
）
を
五
月
廿
一
日
に
強
行
し
た
。
こ
の
政
府
の
計
画
に
対
し
て
最
初
か
ら
リ
ュ
グ
サ
シ
プ

l
ル
の
労
働
者
代
表

た
ち
は
反
対
し
、
こ
の
祭
典
に
参
加
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
た
が
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
印
刷
工
組
合
は
不
参
加
を
声
明
す
る
ピ
ラ
を
発
行
し
て

、・、，。
、L
V
2
q

一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

井
手

一
一
五



一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

「
す
べ
て
の
の
O
召

R
R
Eロ
の
労
働
者
に
訴
え
る
。
パ
リ
印
制
工
委
員
会
は
す
べ
て
の

g
J
o
g
z
oロ
白
代
表
者
た
ち
の
反
対
に
心
か
ら

賛
成
し
、
政
府
の
企
て
る
調
和
と
称
す
る
祭
典
に
出
席
し
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
。
」

（
井
手
）

一
一
六

こ
こ
で
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
代
表
者
」
と
あ
る
の
は
、
リ
ュ
グ
サ
シ
プ

l
ル
委
員
会
労
働
者
代
表
の
こ
と
で
あ
る
。

倒
こ
の
五
月
廿
一
日
の
祭
典
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
手
工
業
労
働
者
の
中
で
も
と
く
に
上
級
の
熟
練
労
働
者
と
考
え
ら
れ
る
職
人
た
ち

｜
｜
独
身
の
職
人
組
合
員
で
「
フ
ラ
シ
ス
修
業
巡
歴
」
を
行
う
ー
ー
が
、
リ
ュ
グ
ザ
シ
プ

l
ル
傘
下
の
労
働
者
た
ち
の
意
向
と
は
逆
に
、
そ
れ

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
パ
リ
手
工
業
労
働
省
内
部
の
政
治
分
裂
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
参
加

の
状
況
を
報
じ
た
当
時
の
新
聞
は
、
「
種
々
の

g召
白
骨

E
E
5円
が
自
分
た
ち
の
試
作
品
令
官

wr－

q
0
2〈
円
巾
）
を
た
ず
さ
え
て
や
っ
て

き
た
」
と
伝
幻
、
ま
た
五
月
廿
三
日
付
の
官
報
「
モ
ェ
ト
ゥ

l
ル
」
は
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
や
地
方
の
諸
県
か
ら
集
め
ら
れ
た
軍
隊
や
国
民
軍
、

学
生
た
ち
に
ま
じ
っ
て
、
。
。
召
O－

E片
山

O
ロ
が
参
加
し
、
試
作
品
を
か
か
げ
、
職
人
総
合
の
シ
ン
ボ
ル
を
身
に
飾
っ
て
行
進
し
た
と
報
じ
て
い
る
。

以
上
凶
倒
附
闘
の
用
例
か
ら
ま
ず
い
え
る
こ
と
は
、

g
J
o
s
t
o
p
s召
白
色
m
g
m門
戸
市

F
8
4白色－
EMW同
と
い
う
こ
と
ば
が
、
当
時
の

労
働
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
親
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、

つ
ま
り
生
き
た
こ
と
ば
と
し
て
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
制
に
お
け
る

「
g
J
o
g昨

日

0
ロ
の
労
働
者
」
な
る
表
現
か
ら
は
、
必
ず
し
も
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
リ
労
働
者
組
織
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
酬
の
場

合
は
こ
の
点
よ
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
即
ち
そ
こ
で
は
職
人
組
合
（

n
o
E匂
m
mロO
ロロ
mwmm）
そ
の
も
の
を
示
す
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
そ
れ
は
、
親
方
H
手
工
業
者
を
含
ま
な
い
、
職
人
H
手
工
業
熟
練
労
働
者
だ
け
の
組
織
を
意
味
す
る
も
の
に
転
化
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
。
。
召

ogtoロ
と
職
人
組
合
と
の
共
通
性
は
、
そ
の
組
織
構
成
の
同
一
職
業
的
性
格
に
あ
り
、
こ
の
共
通
性
に
も
と
ず

い
て
、
こ
の
こ
と
ば
が
職
人
組
合
に
転
用
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
転
用
の
例
は
、
職
人
組
合
関
係
資
料
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
職
人
組
合
的
用
語
法
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
更
に
よ
り
広
く
手
工
業
労
働
者
の
職
業
別
組
織
一
般
に
対
し
て
も
転
用
さ
れ
た
例
と
し
て
、
何
よ
り
も
、
リ
ュ
グ
サ

シ
プ

I
ル
委
員
会
労
働
者
代
表
た
ち
に
よ
っ
て
、
委
員
会
解
散
後
つ
く
ら
れ
た
新
し
い
組
織
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ
ュ
グ
サ
シ
プ

1
ル



委
員
会
に
集
っ
た
労
働
者
代
表
た
ち
は
、
す
で
に
三
月
中
旬
噴
か
ら
委
員
会
と
は
別
箇
に
独
自
の
組
織
、

（の

O
B
X伽

2
ロ
可
巴
仏

g
。
ロ
〈
ユ
巾

z
a
z
u
b℃山門門
2
ロ
σロ
丹
野
川

E
ω
m
E
O）
或
い
は

『セ

l
ヌ
県
労
働
者
中
央
委
員
会
』

『
リ
ュ
グ
サ
ン
プ

l
ル
代
表
者
中
央
委
員
会
』

（の

O
B伊丹
b
n
o
E
E戸島
B
u
b
－mmzm白
色

C
F
Z
M内自
σoz吋
mJ）
を
組
織
し
、

織
化
と
連
合
に
当
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
委
員
会
の
解
体
後
ま
も
な
く
新
し
い
中
央
組
織
を
結
成
し
て
い
る
。
即
ち
『
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
連
合

会
』
（
ωon広
広
仏

2
n
c
J
C
E己
oロ
回
忌

Z
E巾
臼
）
が
そ
れ
で
、
「
単
一
の
パ
り
労
働
者
組
織
の
機
関
紙
」
（
P
・
ヴ
ィ
ジ
エ
）

働
者
新
聞
』

Q
O己
吋
ロ
巳
己
巾
印
、
吋
門
担
g
E
2吋
臼
）
を
六
月
四
日
か
ら
廿
三
日
に
か
け
て
六
号
発
行
し
て
い
〈
刊
か
o

四
月
の
国
会
議
員
選
挙
運
動
の
指
導
や
、

ハ
リ
労
働
者
の
組

と
し
て
『
労

そ
の
第
三
号

（
六
月
十
一
日

－

－

a
十
五
日
号
）
は
、
百
巾
吋
円
内
〈

E
2丘
（
宝
石
細
工
工
）
を
委
員
長
と
す
る
委
員
会
の
名
で
、
「
労
働
者
へ
の
ア
y
ピ
l
ル
」
を
掲
載
し
、

「
プ
ロ
レ
グ
リ
ブ
ー
ト
の
解
放
」
と
「
社
会
的
諸
権
利
の
獲
得
」
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
、
『
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
連
合
会
設
立
規
約
』

（同

p
m
r
s
g
H
n
oロ臼
t
E門
広
島
巾

Z
ω
o
n広
広
島
町
師
向
。
門
司

O吋
旦
古
口
臼
芯
ロ
ロ
ぽ
与
を
発
表
し
た
υ

こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る

「
コ
ル
ポ

ラ
シ
オ
シ
」
が
労
働
者
組
織
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
組
織
が
パ
リ
の
各
職
業
毎
の
手
工
業
労
働
者
組
織
（
H
「
コ
ル

ポ
ラ
シ
オ
シ
」
）
の
連
合
統
一
を
意
図
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
の
署
名
者

の
中
に
り
ュ
グ
サ
シ
プ

1
ル
代
表
者
と
と
も
に
、
国
立
作
業
場
の
労
働
者
代
表
の
名
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
単
に
組
織
労
働
者
だ
け
で
な

よ
り
広
汎
な
パ
リ
労
働
者
の
結
集
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
こ
の
時
期
に
は
す
で
に
、
革
命
直

く
、
失
業
労
働
者
を
も
含
め
た
、

後
パ
リ
労
働
者
へ
の
譲
歩
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た
国
立
作
業
場
の
廃
止
に
つ
い
て
の
政
府
方
針
は
明
ら
か
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

り
ュ
グ
サ

シ
プ

l
ル
労
働
者
代
表
た
ち
と
国
立
作
業
場
労
働
者
と
の
結
合
を
示
す
こ
の
組
織
の
存
在
は
、
来
る
べ
き
六
月
廿
三
日
｜
廿
六
日
の
蜂
起
、
い

わ
ゆ
る
六
月
蜂
起
と
の
関
連
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
が
、
蜂
起
自
体
に
お
け
る
そ
れ
の
役
割
は
不
明
で
あ
る
。
）

こ
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
の
結
果
、

労
働
者
組
織
の
代
表
た
ち
は
し
ば
し
ば
廃
兵
院
近
く
の
コ
シ
ス
ダ
ン
デ
ィ
ー
ヌ
通
り
で
集
会
を
聞
い
た
と
い
わ
れ
る
。

に
か
け
て
行
わ
れ
た
多
く
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
こ
の
組
織
の
指
導
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
宜
月
末
か
ら
六
月

以
上
の
よ
う
に
一
八
四
八
年
の
六
月
蜂
起
直
前
に
、
『
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
連
合
会
』

と
い
う
名
称
を
も
っ
て
、

職
業
を
こ
え
た
手
工
業
労
働

一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

七



一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

一
一
八

者
の
統
一
が
企
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
よ
う
な
試
み
の
先
駆
と
し
て
、

シ
オ
シ
中
央
委
員
会
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
八
四
五
年
の
パ
リ
印
刷
工
の
提
唱
に
よ
る
『
＝
ル
ポ
ラ

こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
細
は
判
明
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
一
八
四
三
年
の
賃
金
表
決
定
に
成
功
し

た
印
刷
工
組
合
を
中
心
と
す
る
動
き
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
彼
等
は
「
特
別
基
金
」
を
設
け
て
他
の
職
業
の
組
織
化
の
助
成
を
企
て
て

い
る
。
当
時
の
印
刷
工
リ
ー
ダ
ー
の
ひ
と
り
』
O
臼巾
U
F
γ
宮
町
Z
が
一
八
五
二
年
の
『
新
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
年
鑑
』
（
kr

－gm
E
R
F
仏
2

2
召

0
3巳
o
ロ
凹
ロ
O
戸
〈
巾
戸
内
白
）
に
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
も
の
と
、
お
そ
ら
く
同
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
o

「
一
八
四
八
年
の
革
命
直
前
に
、

種
々
の
白

on広
芯
由
。
。
召

2
E
Z
g
の
代
表
二
名
ず
つ
か
ら
成
る
中
央
委
員
会
が
組
織
さ
れ

h
r」

コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
連
合
と
し
て
の
労
働
者
統
一
の
試
み
が
、
第
二
共
和
制
期
の
地
方
諸
都
市
で

も
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
リ
ヨ
ン
に
お
い
て
『
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
連
合
中
央
グ
ラ
プ
』
（

O
E
V
2
E
E
H
n
－2
8
J。
g
t
o口白

早
口

E
Z）
が
印
刷
工
を
議
長
に
結
成
さ
れ
、
リ
ヨ
ン
労
働
者
の
政
治
運
動
の
指
導
に
あ
た
り
、

と
同
様
の
役
割
を
果
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
一
八
四
八
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て

ュ5
0目的巾円四巾印

no召
o
E
Z
Oロ
臼
）
が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、

更
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
種
の
連
合
、

『セ

l
ヌ
県
労
働
者
中
央
委
員
会
』

『
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
・
ラ
ン
ス
協
会
』
（
〉
印
印
。
巳
ω片山
O
ロ

ハ
リ
の

当
時
ラ
ン
ス
に
は
廿
一
の

「
労
働
者
ヨ
ル
ボ
ラ
シ
オ
ン
」

（

n03uo円
mtoロ

。
巳
〈
門
戸
宵
巾
）
が
あ
り
｜
｜
白
そ
の
中
に
は
大
工
、
左
官
、
仕
立
工
等
の
伝
統
的
手
工
業
職
種
と
と
も
に
、
紡
績
工
、
織
布
工
等
の
繊
維
工
業
（
毛

織
物
工
業
）
の
職
種
が
入
っ
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
｜
｜
、
こ
れ
ら
の
結
集
・
連
合
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
フ
ン
ス
の
場
合
の
特
色

唱
ン
ダ
ヱ
ヤ
ー
ル

は
、
こ
の
連
合
が
当
時
の
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
共
和
党
で
あ
る
「
山
岳
党
」
の
立
場
に
立
つ
〉
mm伊

丹

F
O
ロ
切
円
巾
白
血
可
の
指
導
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
パ
り
の
場
合
と
比
較
し
て
政
治
的
性
格
を
異
に
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
か
つ
て
、
七
月
王

政
期
の
共
和
主
義
的
秘
密
結
社
『
人
権
協
会
』

3
2広
広
仏

g
u
gロ
∞
色
。
己
同

0
5
5巾
巳
門
E
C
Eヨ
出
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

/¥. 

三
一
年
及
び
三
四
年
の
リ
ヨ
シ
蜂
起
に
参
加
の
経
験
を
も
っ
医
師
で
あ
っ
た
。
彼
は

〕

o
z
s
m
H
E口
伝
℃
mF
吋戸内臼

no円
U
o
g
t
oロ
印
）
と
い
う
新
聞
を
四
九
年
一
月
か
ら
発
行
し
、 『

ラ
シ
ス
協
会
』

（同＼〉白白

o
n
E片山
Oロ
吋
品
目
。
山
田
ゆ
一
喝

る
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
の
結
集
を
は
か
る
と
同
に
時
、
山
岳
党
路
線
の
政
治
運
動
、

失
業
手
当
給
付
等
の
共
済
活
動
を
主
目
的
と
す

と
く
に
選
挙
運
動
の
組
織
化
に
力
を
入
れ
た
。
各
コ
ル
ポ
ラ
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乙
れ
ら
の
人
名
は
ル
イ
・
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が
そ
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著
書
コ
八
四
八
年
革
命
史
」
に
引
用
し
て
い
る
共
同
宣
言
の
署
名
者
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
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八
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に
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け
る
パ
リ
労
働
者
階
級
の
中
央
組
織
と
考
え
ら
れ
る
『
セ
l
ヌ
以
労
働
者
中
央
委
員
会
』
及
び
『
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
l
ル
代
表
者
中

央
委
員
会
』
、
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
連
合
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』
の
相
互
関
係
に
つ
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て
は
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の
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は
必
ず
し
も
一
致
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即
日
同
ロ
円
四
回
二
ロ

H
V
O
Hり同
g
n
F
同
2
0
－S
F
8
0町
民

8
・
P
B
V
E品開
0・
出
国
2
由
吋
品
ロ
回
目
〈
－

HM同冊目白
w

sg
（
円
。
官
伊
豆
・
呂
田
印
）
同
u
・
s．
は
、
『
セ
l
ヌ
県
労
働
者
中
央
委
員
会
』
が
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
委
解
体
後
名
称
を
か
え
て
『
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル

代
表
者
中
央
委
員
会
』
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
苔
安
朗
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
資
本
と
労
働
の
『
初
期
的
』
対
抗
」
（
股
史
学
研
究
、
二
三
七
号
、

十
一
一
良
）
で
は
、
当
時
の
曾
察
報
告
に
も
と
ず
い
て
、
五
月

t六
月
の
ス
ト
ラ
イ
キ
や
街
頭
デ
モ
の
指
導
組
織
と
し
て
『
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
代
表
者

中
央
委
員
会
』
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
組
織
が
い
づ
れ
も
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
労
働
者
代
表
を
中
心
と
す
る
組
織
で
あ
る
乙
と

に
変
り
は
な
く
、
的
勢
の
変
化
に
よ
り
発
展
し
名
称
を
変
え
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
名
称
の
変
化
が
組
織
上
の
そ
れ
に
も
と
ず
い
た
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
、
『
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
述
合
会
』
の
場
合
は
別
と
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
『
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
連
合
会
』
の
結
成
は

六
月
蜂
起
直
前
で
あ
り
、
こ
の
新
し
い
組
織
の
名
の
下
に
本
格
的
活
動
を
開
始
す
る
十
分
な
余
裕
の
な
か
っ
た
乙
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。
な
お
『
セ

1
ヌ
県
労
働
者
中
央
委
員
会
』
と
パ
リ
印
刷
工
と
の
宥
接
な
関
係
に
つ
い
て
は
前
節
の
リ
ス
ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
お
）
悶
・
。
。
回
目
AWN
－－h
．0円
四
白
ロ
宮
国
立
。
ロ
凹

OEJ、
岡
山
骨
円
。
日
勘
司
副
ユ
印
凹
。
ロ
帥
】
白

ωon。
ロ
品
。
同
AVHMZFZSEO
（］戸∞
AH∞・『
O〈同町円

Hmw印（〕）丘
RV
匂
白
門
戸
句
史
恒
常
Mご

。同
M

－
n同時一」匂－
A
P
C

－

（
叩
山
）
口
広
宮
門
司
・

2
白
5
0
7
3・
n即時よ同
Y
H
印
日
・
な
お
乙
の
年
鑑
の
標
題
「
新
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
は
、
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
の
な
味
と
い
う
智
白
一
か

ら
注
目
さ
れ
る
が
、
乙
れ
は
一
八
五
一
年
二
月
に
組
織
さ
れ
た
全
職
業
の
労
働
者
の
た
め
の
『
労
働
新
聞
協
会
』

2
0
2
b
g
骨

Z
H
J
2
2
E

↓
z
gロ
）
が
目
的
の
ひ
と
つ
と
す
る
労
働
者
組
織
で
あ
り
、
協
会
の
規
約
に
よ
る
と
、
乙
の
「
新
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
主
謀
目
的
と
し
て
、
賃
金

表
の
決
定
（
と
く
に
賃
金
低
下
に
対
す
る
抵
抗
が
強
調
さ
れ
る
）
、
病
気
、
事
故
、
老
年
、
失
業
に
対
す
に
扶
助
、
職
業
教
育
の
組
織
化
、
協
同
組
合

一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）



一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

一
一一一一

的
工
場
の
設
立
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
組
合
は
別
名
《

K
H
g
s
z
t
oロ
g
q
o
z
t
a
z
v
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
熟
練
労
働
者
中
心
の
職

業
別
組
合
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う

q
z
p－
宮
Y

M
台
l
N
C
Y
ま
た
「
新
」
と
い
う
形
容
詞
の
も
つ
意
味
は
こ
こ
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
八
六

八
年
の
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
第
三
回
大
会
に
お
け
る
ベ
ル
ギ
ー
代
表
。
官
民
営

P
Z℃
ぬ
の
報
告
の
中
に
同
じ
表
現
が
あ
り
、
そ
乙
で
は
か
つ

て
の
ギ
ル
ド
組
織
と
し
て
の
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
と
区
別
す
る
た
め
に
、
「
新
」
が
附
加
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
（
同
・
ロ
o
z
Eロタ

OHM－
江
戸
、

MMHU・ωロー

∞H
A
F
〉
。

（げ）

H
V

・
0
E
5
0件
、
名
・
口
即
時
J

U

・
怠
印
・
同
じ
よ
う
な
都
市
内
の
全
職
業
の
労
働
者
結
集
の
動
き
は
、
ナ
ン
ト
、
ッ
l
ル
l
ズ
、
メ
ッ
ツ
に
お
い
て
も
み

ら
れ
る
（
H
E
P－
Huu・怠
r
m
s－
H
C
U
U山口氏。ロロ丘町
O
E
O同
門
白
℃
広
』
E
P
o
u－
丘
了
、
叶
・
ω・℃・
2
0・
同
O口
g
2
8泊）

（
岱
）
以
下
次
に
よ
る
、

E
n片山
g

E片
岡

O
E。間同
3
Z
E
E－
O℃－

a
f
吋・ゲ

E
M・M
g
l
N∞0
・
（
〉
問
即
時
FOロ
回
g
m
a
e畑
）
乙
の
連
合
組
織
は
最
初

《
ωon広
砕
か
芯
目
。
即
日
巾
品
、
出
回
色
白
神
白
回
口
O

同

E
Z
E
o
－－o
V
と
称
さ
れ
て
い
た
。

（
刊
日
）
ラ
ン
ス
は
当
時
マ
ル
ヌ
県
一
帯
の
毛
織
物
工
業
の
中
心
地
で
、
乙
の
時
期
は
機
械
化
の
進
行
期
に
あ
た
り
、
一
八
四
八
年
革
命
期
に
は
機
械
破
壊
運

動
が
お
き
て
い
る
。
の
・
旬
。
E
O
F
F－
広
島
ロ
丘
町
O

Z
江
口
。
白
ロ

Z
S
U切
合
同

ω
2
0ロ
且
何
百
三
円
冊
、

H
u
g－
HM同

v
・口町
l戸

h
F

白日・引開－

F
回
4H80・

回目帥
g
t
o
品
。
匂
同
白
ロ
g
n。
己
申
吉
田
M
O
E
E
0・寸・〈
F
H由
N
F
H】－
S
・

（
初
）
乙
の
よ
う
な
ブ
レ
シ
ィ
の
活
動
は
、
一
八
三
四
年
の
「
人
権
協
会
」
が
組
織
し
よ
う
と
し
た
と
い
わ
れ
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
中
央
委
員
会
」
を
想

起
せ
し
め
る
が
、
乙
れ
に
つ
い
て
は
早
急
に
判
断
を
下
す
乙
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

E
・
ド
レ
ア
ン
は
と
の
「
人
権
協
会
」
に
よ
る
労
働
者
組

織
化
の
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
沓
察
関
係
資
料
の
信
頼
性
を
問
題
に
し
て
お
り
（
開
・
口
三
芯
自
由
、
名
・
口
問

f
E・g
－
包
）
、
人
権
協
会
構
想
と
ブ
レ
シ

イ
の
連
合
組
織
と
の
近
親
性
を
云
々
す
る
た
め
に
は
、
な
お
慎
重
な
検
討
を
要
し
よ
う
。

四

最
後
に
、
自
ら
の
組
織
を
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
と
呼
称
又
は
規
定
し
て
い
る
職
業
別
組
合
の
例
と
し
て
、
パ
リ
の
製
靴
工
の
場
合
を
み
る

こ
と
に
す
る
。

パ
リ
製
靴
工
は
職
人
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
の
形
で
早
く
か
ら
組
織
化
の
道
を
す
す
ん
で
き
た
職
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、

織
さ
れ
た
も
の
の
中
に
、
自
ら
を
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
と
呼
ぶ
組
織
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
四
月
十
七
日
の
集
会
を
召
集
す
る
街
頭
ピ
ラ

二
月
革
命
後
組



か
ら
推
定
さ
れ
る
。

「
パ
リ
市
の
製
靴
工
及
び
木
靴
製
造
労
働
者
の
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
の
全
兄
弟
た
ち
に
対
す
る
ア
y
ピ
l
ル
」
（
〉

30Hmwzg
片
宵

g
骨

同仰の。片岡）。吋釦昨日
0
口
弘
巾
由
。
己
〈
門
戸
巾
吋
M
w
n
o吋色。ロ回目
2
・印巾け

HWO昨日仏巾吋印巴
O
H
M
W
4己
目
。
品
。
司
回
ユ
臼
）

こ
の
ア
y
ピ
i
ル
は
集
会
の
議
題
と
し
て

ω組
合
規
約
の
決
定
、
同
賃
金
表
を
実
施
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
手
段
、
制
コ
，
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
の

国
立
作
業
場
に
お
け
る
労
働
の
組
織
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
ひ
く
点
は
、
呼
び
か
け
の
中
に
「
組
織
の
区
別
な
く
」

（印国国－印

E
E
E
2
5ロ
門
戸
巾
白
o
n
F
E
b）
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
署
名
者
の
中
に
の
丘
戸
mwEHMO戸
の
名
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
点
か
ら
こ
の
製
靴
工
の
組
織
が
職
人
組
合
的
性
格
の
つ
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
ギ
ヨ
ム

l
は
製
靴
職
人

と
し
て
一
八
四
八
年
当
時
の
パ
り
に
お
け
る
職
人
組
合
の
連
合
統
一
運
動
に
指
導
的
役
割
を
果
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
を
目
的
の
ひ
と
つ
と

す
る
『
コ
ン
パ
エ
ヨ
シ
・
グ
ラ
プ
』
（

Q
5
仏
2
8
5官
官
。
ロ
白
骨
片

C
E
H
B
U
2
c可
白
）
の
書
記
で
あ
つ
だ
。
手
工
業
労
働
者
の
中
で

も
と
く
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
修
業
巡
歴
」
を
行
う
独
身
の
熟
練
労
働
者
｜
｜
「
コ
シ
パ
ユ
ヨ
シ
」
と
称
さ
れ
る
ー
ー
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
職

人
組
合
（
内
0
5℃仰向ロ
O
ロ
ロ
目
指
る
で
は
、
前
近
代
的
な
儀
礼
（
ユ
古
田
）
を
異
に
す
る
組
織
聞
の
相
互
対
立
が
激
し
く
、
流
血
の
乱
闘
さ
わ
ぎ

を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
王
政
復
古
末
期
以
来
七
月
王
政
期
を
通
じ
て
、
こ
の
手
工
業
労
働
者
内
部
の
反
日
、
抗
争
を
克
服
し
よ

う
と
す
る
努
力
が
く
り
か
え
さ
れ
て
お
り
、

一
八
四
八
年
の
職
人
組
合
統
一
の
試
み
は
そ
の
ひ
と
つ
の
帰
結
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
製
靴

工
の
よ
う
に
、
同
一
職
業
の
中
に
相
対
立
す
る
職
人
組
合
が
組
織
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
同
一
職
業
の
労
働
者
間
の
対
立
も
こ
こ

で
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
「
組
織
の
区
別
な
く
」
と
い
う
語
句
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
し
む
べ
き
事
態
か
ら
の
脱
却
の
意
志
を
あ
ら

わ
す
も
の
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
労
働
者
の
特
徴
的
な
表
現
と
い
え
よ
う
。

一
八
四
八
年
の
製
靴
工
の
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

こ
の
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
が
一
八
三
三
年
の
秋
ス

ト
ラ
イ
キ
の
期
間
中
に
組
織
さ
れ
た
製
靴
工
組
合
で
あ
ろ
う
o
H七
・
〉
間
口
止
の
研
究
に
よ
る
と
、
一
八
三
三
年
は
一
八
四

O
年
と
と
に
、
七

月
王
政
期
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
件
数
の
ピ

l
グ
を
示
す
年
で
あ
る
が
、
パ
リ
製
靴
工
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
同
年
秋
に
相
前
後
し
て
行
わ
れ
た
仕

一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

一一一
一



一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義
（
井
手
）

一
二
四

立
工
、
印
刷
工
の
そ
れ
と
な
ら
ん
で
、
そ
の
指
導
者
の
明
確
な
存
在
｜

l
E
E
Z
F
の
ユ
肉

D
B
L－
U
Bロun－
－
と
、
彼
等
に
よ
る
著
述

活
動
、
更
に
は
彼
等
と
共
和
主
義
的
秘
密
結
社
『
人
権
協
会
』
と
の
結
び
つ
き
が
、
大
き
な
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
一
八
三
三
年
十
月
末

か
ら
パ

p
の
製
靴
工
六
千
名
は
、
開
同

g
v
o自
の
指
導
の
下
に
賃
金
引
上
げ
を
要
求
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
が
、
十
一
月
四
日
に
聞
か
れ

た
総
会
に
お
い
て
、
臨
時
委
員
会
が
作
成
し
た
賃
金
表
案
と
と
も
に
、
「
製
靴
工
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
の
規
約
」
（
同
芯
戸
叩

B
g
H
号
Z
n
O
H－

u
o
g
t
oロ向凶作臼
O
C〈門戸市円白

n
o
a
oロ
旦
雪
印
）
が
採
決
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
規
約
前
文
に
よ
る
と
、
「
＝
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

る
労
働
者
」
は
次
の
三
つ
の
目
的
を
も
っ
、

ω各
g召
白
色
－

EMWH
内
に
お
い
て
、
ま
た
種
々
の
の
O
J白
円
台
巳
聞
に
お
い
て
維
持
さ
れ
て

き
た
あ
ら
ゆ
る
分
裂
を
な
く
す
こ
と
、
同
雇
主
の
「
支
配
と
強
欲
に
抵
抗
す
る
た
め
に
相
互
援
助
を
与
え
る
こ
と
」
、
ゆ
「
社
会
的
資
本
守
口

S
1
g
H
g
a色
）
を
設
け
、
組
合
員
が
そ
こ
で
仕
事
を
見
出
し
、
且
そ
の
利
益
は
組
合
に
属
す
る
よ
う
な
工
場
（

m
g
E広
8
5
8
3
の
建

ωω
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
ゆ
か
ら
は
こ
の
組
織
が
生
産
組
合
を
目
指
し

設
に
使
用
す
る
こ
と
」
。

て
い
た
よ
う
に
印
象
づ
け
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

規
約
第
四
十
三
条
に

「
社
会
的
資
本
」

の
使
用
は
賃
上
げ
の
た
め
の
全
面
的
罷
業
の
場
合
の

み
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
一
八
三
三
年
の
ス
ト
経
過
中
に
実
際
に
試
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

雇
主
の
ロ
ッ
グ
・
ア
ク
ト
に
対
す
る
ス

ト
戦
術
と
し
て
の
組
合
工
場
が
考
え
ら
れ
て
い
た
、
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
規
約
第
一
条
｜
第
五
条
に
よ
る
と
、

ア
ロ
と
ア
イ
ス
マ
ン
カ
ル
テ
イ
ヱ
セ
タ
シ
オ
ン

（
区
又
は
街
）
毎
の
支
部
か
ら
成
り
、
そ
の
支
部
役
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
会
が
指
導
に
当
る
が
、
こ
の
委
員
会
は
更
に
全
フ
ラ
シ
ス

の
「
労
働
者
連
合
の
総
委
員
会
合

o
E広
窓
口
骨
包
含

E
句
注
骨
mw片
山

O
ロ円四

g
o
Z
1
2白
）
の
設
立
に
協
力
す
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
製
靴
工
組
合
の
構
想
に
お
い
て
は
、
職
別
組
合
（
H
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
）
を
基
礎
と
し
て
、
更
に
そ
れ
ら
を
統
合
し
た
、

職
業
を
こ
え
た
広
汎
な
労
働
者
の
団
結
が
意
図
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
こ
と
は
製
靴
工
指
導
者
関
守
ω
Z
B
が
同
年
に
刊
行
し
た

パ
シ
フ
レ

y
ト
『
全
職
業
別
組
合
労
働
者
の
連
合
組
織
に
つ
い
て
』
（
U
m

－－〉

E
R
u－－
oロ

a
2
2
4江
命
日
常

H
o
g
－叩白

g
H宮

内法
E
同・

M
U
R
E－
〉
ロ

mz臼
丹
市
冨

F
臼
・
門
戸
）
に
お
い
て
、
よ
り
明
確
な
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
す
で
に

別
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
も
、
基
礎
組
織
と
し
て
の
職
業
別
組
合
を
意
味
す
る

コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
は
地
区



こ
と
ば
と
し
て
、
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
な
の

O召
白

q
r
m
E・
no吋
匂
白
骨

E
m片
山
巾
円
・
。
。
召

O吋印巳
oロ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
パ
リ
製
靴
工
の
組
織
化
運
動
に
お
い
て
、
そ
の
出
発
点
と
し
て
の
製
靴
工
の
み
の
職
業
別
組
合
が
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
と
し
て
表
現

さ
れ
た
こ
と
を
み
て
き
た
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
こ
の
こ
と
ば
が
前
に
み
た
よ
う
に
職
人
組
合
に
密
接
な
用
語
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
他
方
製

靴
工
に
お
い
て
は
職
人
組
合
の
伝
統
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
こ
こ
で
、
当
時
の
パ
リ
製
靴
工
が
ど
の
よ
う
な
賃
労
働
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
パ
リ
商
業
会
議
所

が
行
っ
た
一
八
四
七

l
四
八
年
の
パ
り
工
業
調
査
結
黙
に
よ
る
と
、
パ
り
労
働
者
は
労
働
条
件
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
四
つ
の
カ
テ
ゴ
り

1
に
分

け
ら
れ
、
製
靴
工
は
仕
立
工
と
と
も
に
第
四
の
「
針
仕
事
に
従
事
す
る
労
働
者
」
に
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
大
き
な
特
徴
は
、
家
内

労
働
（
H
Eぐ田口

g－
nFmwEσ
円
P
H吋
雪
山
口
P

門戸
o
g
k巳
巾
）
と
出
来
高
払
賃
金
（
P

Z

広
nFO〉
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
製
靴

工
及
び
仕
立
工
に
お
い
て
、
商
人
業
者
の
支
配
の
下
に
原
料
の
分
配
を
受
け
て
出
来
高
制
で
働
く
家
内
労
働
者
、
ま
た
は
小
親
方
層
（
親
方
労

働
者

nF色
白
色
d
H何
回
目
ゆ
る
の
存
在
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
仕
立
工
の
場
合
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
、
一
八
三
三
年
の
ス
ト

ラ
イ
キ
当
時
パ
リ
の
仕
立
工
は
次
の
四
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

ω親
方
の
工
場
内
で
出
来
高
給
で
働
く
企
業
内
労
働
者
（

3
1
r
g
a
【古

門－
E
m
D印
）
、
同
出
来
高
給
で
働
く
外
業
部
（
街
〉
の
労
働
者
（

3
1
r
g
E
門山口品目

FO吋
由
。
己
骨

i
戸巾）、

（匂

O
B
1
R臼）、

ωズ
ボ

γ
・
チ
ヨ

y
キ
を
請
負
で
（

p
r止
色
付
）

州
向
日
給
で
働
く
日
一
履
仕
立
工

製
作
す
る
自
宅
女
子
労
働
者
。
ま
た
ス
ト
ラ
イ
キ
の
交
渉
相
手
に
つ
い

て
労
働
者
側
の
文
書
は
、
「
パ
リ
の
商
人
仕
立
業
者
」
（

BRnrHWロ島田

E
E
2門
的
合
唱
仰
ユ
る
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
独

立
し
た
手
工
業
親
方
1

職
人
の
手
工
業
関
係
に
代
っ
て
、
商
人
的
業
者
｜
小
親
方
を
含
む
職
人
リ
手
工
業
労
働
者
の
関
係
が
基
本
的
に
成
立
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
製
靴
工
の
場
合
は
明
確
な
こ
と
が
判
明
し
て
い
な
い
が
、
H
N

巾
B
－
0
0印白巾
N

が
一
八
四
八
年
の
六
月

蜂
起
を
中
心
と
す
る
社
会
的
対
抗
関
係
の
中
で
、
リ
ヨ
シ
絹
工
業
グ
イ
プ
の
商
人
業
者
｜
小
親
方
層
の
対
抗
関
係
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
そ
の

い
く
つ
か
の
例
の
な
か
に
、
被
服
商
人
製
造
業
者
（

B釦
R
Eロ円四
n
S
F
E
Eロロ
2
円
円

E
E仲
間
）
｜
請
負
仕
立
工
（

E
E
g吋酔
p
m
oロ）、

及
び
靴
商
人
製
造
業
者
（
日
常
打
開
同
ロ
仏

g
E
oロ
ロ
ぽ
円
）
｜
家
内
製
靴
工
（

nOECDH己
2
2
n
F白
同
国
ず
吋
巾
）
の
関
係
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
、

一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

一
二
五



一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

一一一占ハ

一
八
三
三
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
六
千
人
の
製
靴

工
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
家
内
労
働
者
｜
｜
実
質
的
に
は
労
働
者
の
地
位
に
お
か
れ
た
か
つ
て
の
親
方
層
ー
ー
も
当
然
含
ま
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
製
靴
業
に
お
い
て
は
一
八
四
四
年
に
ナ
シ
ト
で
機
械
生
産
が
出
現
し
、
靴
甲
と
靴
底
を
鋲
釘
で
と
め
る
縫
目
な
し
の
靴
が
大

一
八
四
九
年
頃
に
は
手
仕
事
を
駆
遂
し
は
じ
め
た
と
い
わ
れ
る
。

製
靴
工
に
お
け
る
仕
立
工
と
同
様
の
関
係
成
立
の
予
想
を
裏
ず
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
、

量
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

注

（1
）
製
靴
工
は
パ
ン
焼
工
と
と
も
に
職
人
組
合
に
お
け
る
最
下
層
（
パ
リ
ア
）
と
い
わ
れ
、
建
築
工
な
ど
か
ら
軽
蔑
を
ャ
つ
け
た
。
そ
の
組
織
の
早
い
の
は

一
八

O
七
年
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
開
・
富
田
三
宮

ω丘
三
’
F
E
p
o
p
♀
f

u匂－
U0・
8
1
8
u
M
W－
F
5
2
z
n
p
。℃－

n即時
J
Pロ
・
ま
た
そ
の
共

済
組
合
と
し
て
は
一
八
四

O
年
に
組
織
さ
れ
た
《
F
白
F
白－
uo
ユ2
凹
叩
》
が
知
ら
れ
て
お
り
、
一
八
四
八
年
後
そ
れ
は
生
ぃ
位
協
同
組
合
に
転
化
し
た
。

国・

ω宮・

0同y
巳
f
－v
－N
E・
（
乙
の
組
織
に
つ
い
て
は
一
八
五

O
年
の

H
M
E
Zロ
叩
同
色
白
ロ
品
の
ル
ボ
ル
タ
l
ジ
コ
が
あ
る
。
何
色
F
P
同，｝
H
O
B
S－

同ν
白
回
ロ
ロ
叩
開
。
－
白
ロ
P
H
V由一円四回切岡山
aq片品w
円
0・同国間
AVHM－H印
AH・）

（
2
）
出
即
日
同
O
R白
色
ロ
℃
叩
匡
同
己
由
同
円
曲
目
明
白
仲
田
植
匂
ム
EF・
帥
OE臼
宮
内
丘
町
叩
口
2
0ロ
品
目

F
・2
国・

MM白
M1F曲
目
・
↓
－
A
F
H
U
O
H∞
九
日
白
砂
田
。
帥
』
。
ロ
円
m－
匂
白
円
。
冊
。
門
間
叩
凹

ロロ
4
2
F
Z
o
g
a
Z己
冊
目
σ
宏
司
門
担
ロ
ロ
P
H
U
B－同
YH白
日
・
に
そ
の
複
製
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（3
）
』
2
ロ切円山内
M
S
F
K戸同門戸口
o－
HMR品目間口問。円、口匂－

n－f
H
V
H
Y
N
S－
MEINmNhHW－冨・

ω曲目三

F
b
o
p
o
u－
三
f
H
U・5ω
・
0
E
Z白己
5
0ロ
に
は
著

書
と
し
て

F
g
g巳
g
m
F
Cロ田島、ロロ
n
o
s－福岡ロ
o
p
呂
田
串
・
が
あ
り
、
と
く
に
一
八
四
八
年
の
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
汚
動
の
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で

＋のヲ匂。

（
4
）
職
人
組
合
は
建
築
工
に
中
心
と
し
た
各
職
業
の
組
織
か
ら
な
る
が
、
十
九
世
紀
の
初
め
そ
れ
ら
は
大
別
し
て
二
つ
の
迎
合
体
に
わ
け
ら
れ
る
。
。
〉

g
s同福岡ロ
Oロ
師
会
M
U
0
4
0日同門同叩
F
5
2
S
（
F
g
関口『由ロ昨日目品目

ω白
HOBOロ）・（
N）
g
B富
岡
ロ
ロ
ロ
田
島
己
匂
04。
片
岡
（
岡
、
叩
印
刷
ロ
冨
ロ
Z
晶
司
冨
曲
目
だ
叩

守
口
o
z
o
r
－
－
冊
目
関
口
町
阻
ま
白
色
ロ
官
同
町

ωozv即
日
開
）
山
に
属
す
る
主
な
職
業
は
石
工
、
指
物
工
、
錠
前
工
で
、
聞
の
中
心
を
な
す
も
の
は
石
工
、
大
工

に
指
物
工
等
で
あ
る
が
、
と
く
に
大
工
は
ひ
と
つ
の
職
業
だ
け
で
独
立
し
た
分
派
（
F
g
開
巳
g
g
品
ロ
可
四
HOω
。
ロ
『
即
日
与
を
形
成
し
て
い
た
。
一
般

に
は
儀
礼
の
相
迭
に
よ
り
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
説
明
さ
れ
る
。
（
即
ち
「
ソ
ロ
モ
ン
の
子
孫
」
、
「
ジ
ャ
ッ
ク
親
方
の
子
孫
」
、
「
ス
ビ
l
ズ
神
父

の
子
孫
」
）
指
物
工
ア
グ
リ
コ
ル
・
ペ
ル
デ
ィ
ギ
エ
は
凶
に
属
し
、
製
靴
工
ギ
ヨ
ム

l
は
悶
に
属
し
た
職
人
で
あ
っ
た
。
な
お
一
八
三

O
代
に
く
る

と
、
こ
れ
ら
の
職
人
組
合
に
反
抗
し
た
若
手
層
に
よ
る
新
組
織

F
d口
問
。
ロ
弘
司
日
常
白
S
E
2
2
品
ロ
↓
DEH
宏
明
同
g
n
o
が
結
成
さ
れ
る
。
同
－
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一
八
四
八
年
に
お
け
る
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
」
の
語
義

（
井
手
）

一
二
八

』
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ロ
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古
田
常
山
叩
勘
司
田
岡
山
師
宝
叩
ロ
品
目
ロ
仲
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叩
師
国
ロ
ロ
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wmH白h

俳句可申件同白鳥∞・

Q
D回
同
国
曲
目
品
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師
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白
Oロ
0
5
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H
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目
ゲ
吋
・
ロ
・
回
同
口
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色
－
四
回
〉

E
u・
MmHl

M白
印
に
よ
っ
た
の
同
・
の
・
同
曲
ロ
白
E
，
．
ド
白
岡
hvMMHHvze諸
島
市
W
H∞A5・
ハ
田
町
g
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Z
仲間、叶－－
HM門）℃唱・
ωNUlω
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ハ
ロ
）
国
・

ω
3・
3
・
a了
間
v
・8
0・
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
山
建
築
作
業
場
に
働
く
も
の
、
凶
工
場
又
は
マ
ニ
ュ
フ
7
ク
テ
ュ

l
ル
の
労
働
者
、
問
小

仕
事
場
の
労
働
者
、
凶
針
仕
事
の
労
働
者
と
な
っ
て
い
る
。

（臼）し『・
lMM－K
V
阿国
a
・
0匂－

a
f
H
V・4
m
a
u・斗由・

（U
〉
一
八
三
一
年
の
リ
ヨ
ン
絹
織
物
工
の
蜂
起
の
中
心
的
主
体
は
、
数
人
の
職
人
（
三

t
四
人
）
を
一
雇
一
い
、
数
台
の
織
機
を
所
有
し
、
商
人
業
者
（
約
八

百
名
）
か
ら
原
料
の
供
給
を
・
つ
け
て
請
負
仕
事
を
行
う
小
親
方
（
約
八
千
人
）
で
あ
っ
た
。
国
両

E
円山口叩沼
a
g
g
E
2・
HL白同和
2
0－g
e
m
gロロ
F

F
M『
O
ロ
．
。
匂
・
口
広
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冊
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回
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U
Z
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白
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ロ
g
向。口町ヨ四回目。一
n
Eロ
H
Z
w円m
z
gロ芯ロ円四ロ

U
Q
N
m
m
F伽
n－0・ハ同叩
4
己
申
骨
肉
石
田
O
S
E
E
P
寸・斗匂

日戸田印由〉

MYAF日同・

（
刊
山
）
同
・
富
国
立
吉

ω曲目
E
’v
b
o
p
o
p
n
F了
間
M－E
N
U
同－

F
白
σ同OE回日夕

O℃－

n
R
J
P
H白白・

結

論

以
上
で
、
本
来
手
工
業
者
の
組
織
体
を
意
味
し
た

g
召
O
B
Z
o
p
g
召臼

a
m
g
m
昨
日
。
吋
と
い
う
こ
と
ば
が
、
一
八
四
八
年
当
時
、
広
く

十
九
世
紀
前
半
期
に
お
い
て
、
手
工
業
労
働
者
の
職
業
別
組
織
に
対
し
て
｜
｜
雇
主
の
同
職
組
織
に
対
し
て
も
当
然
考
え
ら
れ
る
｜
｜
使
用
さ

れ
た
こ
と
、
逆
に
い
っ
て
職
業
別
の
労
働
者
組
織
が

g
召
o
g
z
oロ
と
称
さ
れ
る
慣
行
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
と
思
う
。

本
稿
の
ま
と
め
と
し
て
次
の
ニ
点
を
あ
げ
て
お
き
た
い
c

付
す
で
に
一
七
九
一
年
三
月
の
法
に
よ
り
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
（
ギ
ル
ド
）
は
廃
止
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
介
シ
」
と
い

う
古
い
こ
と
ば
は
、
十
九
世
紀
中
期
の
労
働
者
の
聞
で
は
新
し
い
意
味
を
附
加
さ
れ
て
、
即
ち
同
一
職
業
の
労
働
者
の
結
集
体
を
意
味
す
る
も

の
と
し
て
生
き
つ
づ
け
た
と
い
え
る
。
と
り
わ
け
資
本
！
労
働
の
階
級
対
立
の
激
化
し
た
一
八
四
八
年
の
パ
リ
に
お
い
て
、
職
業
を
超
え
た
手

工
業
労
働
者
の
連
合
・
統
一
が
、
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
の
連
合
」
と
し
て
試
み
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。



し
か
し
他
方
、
古
い
こ
と
ば
が
依
然
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
と
職
人
組
合
と
の
密
接
な
関
連
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
当
時
の
労
働
者
に
お
い
て
支
配
的
な
手
工
業
的
存
在
形
態
の
反
映
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
こ
の
場
合
商
人
業
者
｜
職
人
・
家
内
労
働
者
の

関
係
が
成
立
し
て
い
る
製
靴
工
に
お
い
て
、
典
型
的
な
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
商

人
業
者
の
支
配
の
下
に
賃
労
働
者
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
小
親
方
層
を
含
ん
だ
、
商
人
業
者
に
対
抗
す
る
た
め
の
、
仕
事
場
を
こ
え
た
横
断
的
労
働

者
組
織
と
考
え
ら
れ
る
。

U
H
職
業
別
組
合
を
示
す
普
通
名
詞
と
し
て
の
「
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
シ
」
又
は
類
似
語
の
使
用
は
、
当
時
に
お
け
る
特
殊
な
例
と
い
う
よ
り
む
し

ろ
、
か
な
り
一
般
化
｜
｜
日
常
化
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
パ
リ
の
み
で
な
く
、
リ
ヨ
シ
、
ラ
ン
ス
等
の
地
方
郡
市
で
も
そ
の
使

用
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
そ
の
こ
と
は
第
二
帝
政
期
に
も
指
摘
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
例

え
ば
一
八
六
二
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
に
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
代
表
た
ち
の
報
告
書
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
れ
。
七
月
王
政
期

か
ら
第
二
帝
政
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
ブ
ラ
シ
ス
労
働
運
動
の
指
導
者
の
ひ
と
り
、
ア
シ
テ
ィ

l
ム
・
コ
ル
ボ
ン
が
一
八
六
三
年
に
、
当
時
の

「
パ
リ
労
働
者
の
心
を
も
っ
と
も
と
ら
え
て
い
る
の
は
コ
ル
ポ
ラ
シ
オ
ン
の
思
想
つ
t
b
o
n
o
召
OBHぞ
る
で
あ
る
」
と
い
う
時
、
こ
の
記

述
か
ら
、
当
時
の
パ
リ
労
働
者
の
市
民
革
命
前
の
ギ
ル
ド
組
織
に
対
す
る
回
想
的
あ
こ
が
れ
を
想
定
す
べ
き
で
は
な
く
、
労
働
者
が
自
ら
の
生

活
を
守
る
た
め
の
基
礎
的
組
織
、
職
業
別
組
合
に
対
す
る
深
い
関
心
を
示
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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Le Sens du Mot <{Corporation~ en 1848 

par Nobuo IDE 

Malgre l'aneantissement de toutes especes de corporations (maitrises 

et jurandes) par la loi du mars 1791, le mot (corporation} ou (corps 

de metier}, nous pouvons observer, continue de subsister dans la societe 

franc;aise, en particulier dans le monde ouvrier au milieu du XIX• 

siecle, tout en s'alterant comme celui qui signifie l'organisation des 

ouvriers manuels de meme metier, contenant les groupes compagnon

niques. 

On en pourrait trouver quelques exemples: (1) dans le mode d'election 

des delegues ouvriers parisiens a la Commission du Luxembourg; (2) 

dans les journaux publies sous la Seconde Republique; (3) dans !'or

ganisation centrale des ouvriers parisiens constituee a la veille des 

Journees de Juin, {la Societe des Corporations reunies}; enfin, les 

societes de resistance des ouvriers cordonniers de Paris, nommees 

par eux-memes {corporation}, soot mises a !'examen. 
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